
 



防水用樹脂、及び硬化剤の保管場所は直射日光を避

け、容器が荷崩れしないよう逆積み・横積み・山積みし

ないよう保管して下さい。 

■ 材料保管時の注意事項 

硬化剤は、可燃物や防水用樹脂など他の危険物とは別々に

保管して下さい。 

容器に直射日光があたると高温になりますので、長時間その状態が続くと容器内の樹脂が変質したり硬化剤が分解を

始める恐れがあります。防水用樹脂は危険物第４類、硬化剤は」危険物第５類に該当し、それぞれ保管及び取扱いに

関する注意事項が異なります。 

硬化剤は、熱や落下時の衝撃、異物の混入などで分解を始め、発熱する性質がありますので、保管時には特に注意が

必要です。防水用樹脂、硬化剤などの危険物は、法律（消防法など）で定められた数量を超えて保管する場合は届出

などの手続きが必要となりますので、注意して下さい。 

■ 作業時の服装、保護具 

保護具の着用 

作業を始める前に保護具を確認しましょう。 

特に、硬化剤を扱う場合は、保護眼鏡などの保護具を確

実に着用しましょう。 

ガラスマット取扱い時は 

ガラスマットは細いガラス繊維でできています。素手で触ると

手を傷める恐れがあります。 

また粉塵は吸い込まないよう注意して下さい。 

ガラスマットを扱う場合は、長袖の衣服、保護メガネ、防塵

マスク、保護手袋を必ず着用して下さい。 



■ 閉所作業における注意事項 

換気は充分に 

風通しの悪い場所などで作業を行う場合は、換気を充分行うよ

う注意しましょう。排気口は有機溶剤が滞留しやすい個所（床

面等）に設置して下さい。また、必要に応じて防毒マスクなどの

保護具を着用してください。 

酸欠は非常に危険 

換気の悪い閉所や地下施設等では酸欠状態になりや

すく命に関わる場合があります。 

送風機等により強制換気を行うとともに、空気呼吸器

やエアラインマスクなどを使用して作業を行って下さ

い。排気口は必ず有機溶剤が滞留しやすい個所（床

面等）に設置して下さい。 

換気の悪い作業場では監視監督員が作業者の状態に異常がないか監視するとともに、「許可者以外立ち入り禁止」

の標識を掲げて事故の防止に努めることが必要です。 

■ 現場作業における注意事項 

高所作業は転落に注意 

転落の恐れがある高所作業では、対策が必要です。安全ベルトを着

用し、しっかりと固定して作業を行ってください。 

周辺環境にも配慮 

施工中は、周辺へ粉塵等を飛散させる恐れがあります。飛散防

止のため、養生シートで養生する等の対策を施して作業を行っ

てください。特に、高所での作業は、影響が広い範囲に及ぶ可

能性がありますので、注意してください。 



 ■ 硬化剤取扱い時の注意事項 

硬化剤を計量する時 

計量には必ずポリのカップを使用してください。 

硬化剤は金属類に触れると一気に分解して非常に危険です。硬化剤の計

量容器に金属容器を使用することは厳禁です。 

なお、硬化剤を小分けする場合、飲料用の容器は使用しないでください。

誤って飲む可能性があり、非常に危険です。 

硬化剤をこぼしてしまった時 

誤って硬化剤をこぼしてしまった場合、少量であればすぐにウェスで

拭き取り水を入れた空容器に入れて廃棄処置をしてください。大量

にこぼれた場合は、砂・土に吸収させて廃棄処置を行ってください。

廃棄物はくれぐれも川や下水道に流さないよう注意してください。 

 

手についたり目に入った時は 

皮膚に付着した場合は、アセトン、次いで石鹸でよく洗ってくださ

い。皮膚に異常が生じた場合は医師の診断を受けてください。目に

付着した場合は、流水でよく洗眼した後、速やかに医師の診断を

受けてください。 

 

■ 火災予防 

周辺の火気に注意 

FRP防水施工では引火しやすい危険物を取扱います。 

施工場所でのタバコは厳禁、さらに周辺で火を使ったり

グラインダー作業など火花が飛ぶ作業を行っていない

ことを確認し、火気厳禁の表示を行ってください。 

また、現場には必ず消火器を常備してください。 

廃材からも出火の恐れあり 

容器内に硬化剤入りの樹脂が多量に残っていると、

発熱して発火する場合があります。 

硬化剤が入った樹脂は、できるだけ容器内に残らな

いよう使い切ってください。不要になった硬化剤入りの

樹脂や樹脂が染み込んだウェス等は、速やかに水を

張った容器に入れ、安全を確かめた上で廃棄処分す

るようにして下さい。 

 








